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‐国
の
救
済
策
見
直
し
も

原
爆
投
下
で
、
広
島
市

一
帯
に

降
っ
た
死
の
灰
を
含
む
「黒
い
雨
」

の
降
っ
た
地
域
を
調
べ
て
い
た
元

気
象
研
究
所
予
報
研
究
室
長

・
増

田
善
信
さ
ん
霙
巴

（東
京
都
狛
江

市
）
は
八

‐日
、
最
終
調
査
結
果
を

ま
と
め
、

「降
雨
域
は
、
厚
生
省

が
救
済
制
度
の
根
拠
に
し
て
い
る

公
式
デ
ー
タ
の
四
倍
の
広
範
囲
に

及
び
、
降
り
方
も
不
規
則
、
複
雑

だ
っ
た
」
と
発
表
し
た
。

黒
い
雨
は
、
核
爆
発
と
火
災
に

よ
っ
て
生
じ
た
積
乱
雲
が
降
ら
せ

る
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
泥
混
じ

り
の
雨
で
、
浴
び
る
と
、
脱
毛
や
下

痢
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
す
。

降
雨
域
に
つ
い
は
、
文
部
省
の

原

子
爆
弾
被
害
調
査
委
が
二
十
年

十
二
月
に
行

っ
た

「原
爆
災
害
調

査
報
告
」
が
唯

一
の
公
式
デ
ー
タ
。

大
雨
地
域
は
爆
心
地
か
ら
長
径
十

九
計
、
短
径
十

一
計
、
小
雨
地
域
は

長
径
二
十
九
計
、
短
径
十
五
計
の

そ
れ
ぞ
れ
卵
形
に
な

っ
て
い
る
。

厚
生
省
は
こ
れ
を
根
拠
に
、
大

雨
地
域
を
健
康
診
断
特
例
地
域
に

指
定
し
、

「み
な
し
被
爆
者
」
と

し
て
被
爆
者
手
帳
を
交
付
し
て
い

る
が
、
増
田
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
デ

ー
タ
に
現
地
で
の
間
き
取
り
調
査

や
千
百
八
十
六
通
の
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
加
え
、
新
た
な
降
雨

域
を
特
定
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
小
雨
地
域
は

爆
心
地
か
ら
北
西
四
十
五
計
の
芸

北
町
草
安
に
達
し
、
東
西
幅
約
二

十
八
計
。
面
積
は
約
千
二
百
五
十

平
方
計

・
研
で
、
従
来
に
比
べ
て

四
倍
に
も
な

っ
て
い
る
。
大
雨
地

域
も
北
西

へ
波
を
打

っ
た
よ
う
に

伸
び
、
複
雑
な
馬
蹄

（
ぼ
て
い
）

形
で
ヽ
こ
れ
ま
で
小
雨
地
域
の
北

限
と
み
ら
れ
て
い
た
加
計
町
穴
阿

も
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
国
の
救
済
策
の
見

直
し
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
が
、
広
島
県
と
市
は
、
近

く
専
門
家
会
議
を
設
置
、
健
康
診

断
特
例
地
域
拡
大
に
つ
な
が
る
科

学
的
な
調
査
方
法
を
探
る
０


